
第八回年会

-国際津波防災学会のこれまでの歩みと今後の道標-

日時 11  5月　　日 火
2024 年

9:30 受付開始 10:00-17:00
※オンラインによる聴講はありません

主催 国際津波防災学会　　　共催 ERIA （東アジア ・ ASEAN 経済研究センター）

会場

日本大学
理工学部 1 号館 2F 大会議室

〒101-0062
東京都千代田区神田駿河台 1 丁目 8-14

●JR 中央 ・ 総武線 「御茶ノ水」 駅 下車徒歩 3 分
●東京メトロ千代田線 「新御茶ノ水」 駅 下車徒歩 3 分
●東京メトロ丸ノ内線 「御茶ノ水」 駅 下車徒歩 5 分

プログラム

開会のことば （10:00-10:10）　
　山中燁子（国際津波防災学会代表）

ご挨拶 （10:10-10:20）　
　渡辺哲也（ERIA 事務総長）

セッション 1 （10:20-12:00）　招待講演 ・ 基調講演
　3.11 東日本大震災の津波被害と復旧 ・ 復興 （仮）

　宮本卓次郎（日本大学客員教授，元国土交通省東北地方整備局副局長）
　3.11 東北大地震のメカニズム～何時 ・ どこで ・ どのようにして起きたのか～

　丸山茂徳（国際津波防災学会代表代行）

セッション 2 （13:00-15:00）　特別講演
　市民社会による災害医療支援船の活用

　渋谷健司（Medical Excellence JAPAN 理事長，日本医療安全学会総大会長）
　もう一つの選択 『大規模自然災害に備えた浮体式医療支援システムの計画構想』　

　畔柳昭雄（日本大学名誉教授）
　令和 6 年度能登半島地震の被害について

　工藤健一（国土交通省港湾局海岸・防災課災害対策室長）

セッション 3 （15:20-16:20）　一般講演
　防災における情報リテラシー

　佐藤裕亮（都市共生防災分科会幹事，立教大学教育研究コーディネーター）
　1 年間の活動報告とぼうさいこくたい 2024 参加報告

　森田章一（「手引き」制作分科会幹事，防波システム研究所副代表）
　文明と天災 2024〜防災教育の可能性を探る〜

　小澤優 ¹・飯田航太 ²・藤井惺玄 ³・永森理仁⁴(1: 上智大学 1 年，2: 暁星国際
　高等学校 3 年，3: 暁星国際高等学校 1 年，4: 暁星国際中学校 3 年）

総会 （16:30-16:50）
　議長：山中燁子（国際津波防災学会代表）

閉会のことば （16:50-17:00）
　丸山茂徳（国際津波防災学会代表代行）

山中燁子
（国際津波防災学会代表）

宮本卓次郎
（日本大学客員教授）

渋谷健司
（MEJ 理事長）

工藤健一
（国土交通省港湾局

海岸 ・ 防災課災害対策室長）

渡辺哲也
（ERIA 事務総長）

丸山茂徳
（国際津波防災学会代表代行）

畔柳昭雄
（日本大学名誉教授）

佐藤裕亮
（都市共生防災分科会幹事）

森田章一
（「手引き」 制作分科会幹事）

小澤優・飯田航太・

藤井惺玄・永森理仁
（上智大学 ・ 暁星国際

高等学校 ・ 中学校）


